
●講義の概要
　現在の経済において、芸術や文化は、科学や技術と並んで、
成長や発展の過程における主要な原動力の一つとして評価さ
れつつある。本講義は、情報化社会における芸術や文化が、
経済発展に与える影響や機能について、文化経済学の理論と、
その応用をふまえつつ、基礎理論から、現代の経済政策への
適用に及ぶ展開を行い、文化経済学の今後の展開までを講義
する。また、応用論として、国・地方自治体の公共的な文化
政策の形成と政策・施策の展開について考察する。

●講義の到達目標
　国や地域における文化についての理解を深めるとともに、
経済理論を用いて文化政策の意義とその有効性を評価できる
能力を身に付ける。

●講義計画
第 1 回：文化と市場の遭遇
第 2 回：文化経済学のための市場理論
第 3 回：文化経済学のための企業者論
第 4 回：文化企業者論
第 5 回：新技術の出現と市場経済および文化
第 6 回：国営部門の民営化についての歴史的事例研究
第 7 回：市民社会の出現とオペラの変容
第 8 回：20世紀前衛文化と社会、市場
第 9 回：文化企業者事例研究　ルイ・ヴェロン
第10回：文化企業者事例研究　セルゲイ・ディアギレフ
第11回：興行システムの制度化と創作活動
第12回：芸術家の多作と寡作の背後にあるものについて①ド

ニゼッティ
第13回：芸術家の多作と寡作の背後にあるものについて②ム

ソルグスキー
第14回：批評活動の文化経済学的意味
第15回：まとめ

●成績評価基準と方法
　授業テーマへの取組み状況、発表、レポートによる総合的
評価

●テキスト又は参考文献
─テキスト─
・塩田眞典『「見えざる手」の痕跡を求めて』晃洋書房　2019
年
必要に応じて資料配布を行う
─参考文献─
・池上　惇・植木浩・福原義春『文化経済学』有斐閣　1998年
・池上　惇・山田浩之『文化経済学を学ぶ人のために』世界
思想社　1993年
・中川幾郎『新・市民時代の文化行政』公人の友社　1995年
・後藤和子『芸術文化の公共政策』勁草書房　1998年
・池上　惇・渡辺守章監修訳、W.J.ボーモル、W.J.ボーエン共
著『芸術と経済のジレンマ』芸団協出版　1994年
・岡田睦生『オペラの運命』中公新書　2001年

●受講上の留意点
　授業およびディスカッションへの積極的参加を望む。
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●講義の概要
　グローバリゼーション・少子高齢社会の到来などを背景に、
地域間格差が拡大している。このような動きは従来の地方財
政制度の見直しを迫っており、現在、地方財政制度の新しい
姿が模索されている。本講義は、公的部門と民間部門の範囲
および公的部門における地方政府の役割などを概観した後、
効率性の観点から補助金（地方交付税と国庫支出金）および
地方税などの地方財政制度を検討すると同時に、望ましい地
方財政制度のあり方について検討する。

●講義の到達目標
①　補助金や秘法税などの地方財政制度の歴史的変遷を概観
しながら、現行制度に関する知識を習得する。
②　以上を踏まえて、現在問題になっている地方財政制度改
革について考える能力を具備することを目的とする。

●講義計画
第 1 回：公共経済学の考え方
第 2 回：中央政府と地方政府の役割
第 3 回：地方分権のあり方
第 4 回：地域公共財の最適供給
第 5 回：公共財と政策評価
第 6 回：補助金制度
第 7 回：補助金の根拠
第 8 回：補助金の経済効果
第 9 回：補助金の評価：効率性
第10回：地方税：どのような税が望ましいか？
第11回：地方税：どのような税があるか？
第12回：地方税：租税競争とは？
第13回：地方の借金はどれくらいあるか？
第14回：地方公営企業の現状と課題
第15回：自治体の財政問題

●成績評価基準と方法
①　授業への参加の程度（報告、質疑など）40％
②　レポート提出（与えられたテーマについて、講義で習得
した知礎的知識を踏まえながら展開されているかどうか評
価する）60％

●テキスト又は参考文献
─テキスト─
講義中に指示する。
─参考文献─
伊多波良雄『公共政策のための政策評価手法』中央経済社　
2009年
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